
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　　令和２年１０月３日

東京本社（東京都江東区新砂2丁目2番8号）
及び都道府県全営業所

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価、見直しの必要性については1年に1度（年度末）に実施している。
令和２年度も同一の環境マネジメントシステムにより運用を行う。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

【ふんわりアクセル度の向上】
2018年度（83.1%）に対し、2019年度は（84.15％）と向上している。

【エコ安全ドライブ推進に基づく燃費向上】
2018年度（5.8㎞/L）に対し、2019年度は（5.89㎞/L）と向上してい
る。

認 証 番 号

エコ安全ドライブを推進し、燃費向上を図る

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

NQE-0074A

導 入 年 月 日 　　　       2001年　　　8月　　31日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 ISO14001

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
佐川急便株式会社　代表取締役　本村正秀

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
京都府京都市南区上鳥羽角田町68番地

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

1. 排出ガスによる地球温暖化、大気汚染を防止するため、輸送の効率
化、低公害車の導入、エコドライブの実践を推進し、環境保全のための
継続的な改善を図ります。
2. 省資源・省エネルギー・３Ｒを推進し、循環型社会構築のために、
その取り組みに対する改善、企画、提案をします。
3. 環境関連法規制、条例、協定及びその他の要求事項を順守し、環境
負荷の低減、環境汚染の防止に努めます。
4. 環境教育、啓発活動を通じて全従業員に本方針を周知し、環境活動
を推進します。さらに広く一般に本方針並びに当社の環境活動に関する
情報を提供します。
5. 環境目的、環境目標を定め、定期的に見直すことにより、環境マネ
ジメントシステムの継続的な改善に努めます。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の遵守状況について、必要に応じて確認を行っている。
これまで違反及び行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

当初計画どおりに取り組むことが出来ている。

基 本 方 針

【ふんわりアクセル度の向上】
ふんわりアクセル度の向上が、事故防止及び燃費向上に繋がることを周
知し、意識向上を図るとともに、指導教育をする際の参考資料として、
毎月定期的に配信する安全性ポイントを支店及び営業所に配信する。
【エコ安全ドライブ推進に基づく燃費向上】
毎月、車両（ガソリン、軽油、天然ガス）の平均燃費を算出し、支店及
び営業所に共有し、燃費向上に向けた取組を推進することで、燃費を向
上させる。


